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②

　

市
長
就
任
後
の
平
成
29
（
２
０
１
７
）

年
度
に
策
定
し
た
第
６
次
計
画

（
２
０
１
８
～
２
５
年
度
）
の
「
人
・
自

然
・
文
化
―
島
の
宝
が
育
つ
ま
ち
」
を
引

き
継
ぐ
も
の
で
、「
育
つ
」
か
ら
「
い
か
す
」

へ
と
、
よ
り
能
動
的
な
取
り
組
み
を
め
ざ

し
ま
す
。

　

ま
た
、
急
速
に
進
む
人
口
減
少
に
対

応
す
る
た
め
、
令
和
７
年
３
月
に
「
西

之
表
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
見
直
し
、

２
０
６
０
年
に
人
口
９
千
人
程
度
を
維
持

す
る
目
標
を
掲
げ
て
人
口
減
少
を
克
服
す

る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
ず
は

子
育
て
の
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
よ

う
、
就
任
直
後
に
小
中
学
校
の
給
食
無
償

化
を
手
が
け
、
逐
次
、
子
育
て
支
援
に
注

力
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
並
行
し
て
、

急
速
に
進
む
高
齢
化
に
対
応
し
、
お
年
寄

り
の
暮
ら
し
に
寄
り
添
う
施
策
も
展
開
し

て
い
き
ま
す
。
こ
ど
も
た
ち
、
若
者
た
ち

の
心
に
も
こ
た
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
１
年
を
ふ
り
か
え
る
と
、
本
市
最

大
の
イ
ベ
ン
ト
で
８
月
に
行
わ
れ
た
第
56

回
種
子
島
鉄
砲
ま
つ
り
は
１
万
人
以
上
の

来
場
客
数
を
数
え
、
盛
大
に
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
秋
季
恒
例
の
市
民
体

育
祭
は
西
之
表
市
営
グ
ラ
ン
ド
の
改
修
が

始
ま
り
、
開
催
を
見
送
り
ま
し
た
が
、
新

し
い
管
理
棟
の
建
築
工
事
を
終
え
、
引
き

続
き
全
天
候
型
の
ト
ラ
ッ
ク
及
び
フ
ィ
ー

ル
ド
の
改
修
工
事
を
進
め
ま
す
。

　
12
月
に
本
市
は
三
菱
重
工
業
株
式
会
社

宇
宙
事
業
部
と
包
括
連
携
協
定
を
結
び
ま

し
た
。
同
社
は
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
回
数

が
増
加
す
る
中
、
種
子
島
高
校
か
ら
の
地

元
採
用
や
社
員
の
種
子
島
定
住
に
よ
り
、

宇
宙
事
業
の
安
定
稼
働
を
め
ざ
す
そ
う
で

す
。
今
後
、
定
住
促
進
や
人
材
育
成
、
教

育
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
協
力
関
係
を

築
い
て
い
き
ま
す
。

　
本
市
の
各
産
業
に
お
い
て
は
、
物
価
高

騰
の
影
響
が
依
然
続
き
予
断
を
許
し
ま
せ

ん
。
農
業
で
の
サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
の
発

生
が
縮
小
し
、
畜
産
で
は
子
牛
せ
り
市
の

価
格
が
上
向
く
な
ど
し
て
い
ま
す
が
、
引

き
続
き
地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
て
支

援
を
続
け
ま
す
。

　
年
末
か
ら
、
国
の
物
価
高
騰
対
応
重
点

支
援
地
方
交
付
金
を
活
用
し
て
、
生
活
支

援
事
業
と
プ
レ
ミ
ア
ム
つ
き
電
子
商
品
券

発
行
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
電
子
地

域
通
貨
「
た
ね
Ｐ
ａ
ｙ
」
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
利
用
促
進
と
利
用
で
き
る
事
業
者

の
拡
充
に
よ
り
、
地
域
通
貨
制
度
の
普
及

拡
大
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
市
議
会
を
は
じ
め
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら

様
々
な
注
文
、
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
の
で
、
よ
り
良
い
制
度
に
す
る
よ
う

努
力
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
西
之
表
港
洲
之
崎
地
区
は
、
国
・
県
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
耐
震
強
化
岸
壁
の
整

備
に
取
り
組
み
ま
す
。
関
連
す
る
「
港

町
再
生
」
は
次
期
基
本
構
想
を
作
成
し
ま

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

日
ご
ろ
よ
り
本
市
の
市
政
運
営
の
各
方
面

に
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
の
社
会
は
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、

新
し
い
生
活
様
式
の
と
り
入
れ
や
デ
ジ
タ

ル
化
の
進
展
、
物
価
高
騰
、
地
震
や
豪
雨
、

台
風
な
ど
災
害
へ
の
備
え
の
重
要
性
が
高

ま
る
な
ど
し
て
お
り
、
行
政
の
果
た
す
べ

き
役
割
も
変
容
が
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
令
和
７
（
２
０
２
５
）

年
２
月
の
市
長
選
挙
で
私
は
３
期
目
の

任
期
を
務
め
る
べ
く
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

負
託
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
年
第
４
回

市
議
会
定
例
会
に
は
第
７
次
長
期
振
興
計

画
（
２
０
２
６
～
３
３
年
度
）
を
提
案
し
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
本
市
の
ま
ち
づ
く
り

全
般
に
わ
た
る
最
上
位
の
計
画
で
あ
り
、

市
の
将
来
像
と
し
て
「
人
・
自
然
・
文
化

―
島
の
宝
を
い
か
す
ま
ち
」
を
掲
げ
て
い

ま
す
。 年

末
年
始
の
ご
あ
い
さ
つ
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
西
之
表
市
長
　
八
板
　
俊
輔

す
。
同
時
に
、
令
和
６
年
策
定
の
西
之
表

市
文
化
財
保
存
活
用
計
画
と
融
合
し
な
が

ら
、
文
化
財
の
郷
土
教
育
や
観
光
面
へ
の

活
用
に
よ
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
歴
史
・
文

化
の
香
り
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
種
子
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー「
鉄
砲
館
」

は
開
館
40
年
を
す
ぎ
て
お
り
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
向
け
て
調
査
、
検
討
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　
学
校
法
人
原
田
学
園
鹿
児
島
医
療
技
術

専
門
学
校
看
護
学
校
の
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室

は
令
和
８
年
４
月
の
開
校
に
向
け
て
、
種

子
島
医
療
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
関
係
期
間

の
協
力
を
得
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
馬
毛
島
の
自
衛
隊
施
設
整
備
の
問
題
で

は
、
防
衛
省
が
計
画
し
て
い
る
基
地
工
事

の
本
格
着
工
か
ら
新
年
で
ま
る
３
年
が
経

過
し
、
防
衛
省
に
よ
れ
ば
、
基
地
の
工
事

完
了
が
令
和
12
年
春
と
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
私
は
国
の
動
き
を
正
確
に
見
極
め
、

工
期
の
延
長
、
長
期
化
に
と
も
な
う
影
響

へ
の
対
応
に
努
め
な
が
ら
、
不
利
益
を
排

し
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
幸
福
を
追
求
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
市
長
就
任
以
来
こ
れ
ま
で
、
市
民
の
皆

様
と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
様
々
な
課

題
、施
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
も
た
ゆ
ま
な
い
努
力
を
傾
け
て
い
き

ま
す
。

　
最
後
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。
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【総合成績】
総合順位 地 区 記 録 備　考

1 位 榕城下方 47 分 13 秒 躍進賞
2 位 下西 A 49 分 35 秒
3 位 榕城上方 50 分 33 秒
4 位 国上 A 51 分 03 秒
5 位 伊関 52 分 17 秒
6 位 住吉 A 52 分 50 秒
7 位 下西 B 55 分 03 秒
8 位 古田 55 分 50 秒
9 位 現和 56 分 16 秒
10 位 安納 57 分 14 秒
11 位 住吉 B 57 分 30 秒
12 位 国上 B 57 分 48 秒
13 位 上西 58 分 16 秒

【区間賞】　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

区間 走者 距離 地区 氏名 記 録
1 区 小学男子 1.1 ㎞ 榕城下方 神宮司　愛斗 3 分 37 秒
2 区 小学４年生以下 0.7 ㎞ 榕城上方 山内　恭汰 2 分 22 秒
3 区 中・高・一般男子 2.0 ㎞ 下西 A 森　悠羅 6 分 15 秒
4 区 中・高・一般女子 1.0 ㎞ 榕城下方 立本　玲夏 3 分 38 秒
5 区 小学女子 1.0 ㎞ 榕城上方 長倉　栞菜 3 分 08 秒
6 区 40 歳以上男子 1.7 ㎞ 榕城下方 加世田　和博 5 分 08 秒
7 区 中・高・一般女子 1.1 ㎞ 榕城下方 上村　姫愛徠 3 分 51 秒
8 区 中・高・一般男子 2.3 ㎞ 榕城下方 榎本　宇宙 6 分 33 秒
9 区 一般男子 1.9 ㎞ 榕城下方 榎本　涼介 6 分 11 秒
10 区 中学男子 1.6 ㎞ 榕城下方 迫田　涼夏 5 分 36 秒

　
11
月
16
日
（
日
）、
第
54
回
西
之
表
市
駅
伝
競
走

大
会
が
開
催
さ
れ
、
13
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

伊
関
小
学
校
を
ス
タ
ー
ト
し
、
安
納
、
浅
川
（
折

返
し
）
を
走
り
、
現
和
校
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
入
口
を

ゴ
ー
ル
と
す
る
、
10
区
間
14
・
４
㎞
の
コ
ー
ス
で

各
地
区
の
代
表
選
手
が
タ
ス
キ
を
繋
ぎ
ま
し
た
。

　
榕
城
下
方
・
榕
城
上
方
・
下
西
A
・
国
上
A
の

４
チ
ー
ム
が
レ
ー
ス
を
引
っ
張
る
展
開
の
中
、
４

区
か
ら
ト
ッ
プ
を
譲
ら
な
か
っ
た
榕
城
下
方
が
優

勝
を
飾
り
ま
し
た
。
総
合
成
績
は
下
西
A
が
２
位
、

榕
城
上
方
が
３
位
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
躍
進

賞
は
、
前
回
か
ら
１
分
以
上
タ
イ
ム
を
縮
め
た
、
榕

城
下
方
が
獲
得
し
て
い
ま
す
。

榕城下方 ３連覇！榕城下方 ３連覇！～第 54 回西之表市駅伝競走大会～～第 54 回西之表市駅伝競走大会～

【連覇を達成した榕城下方チーム】【連覇を達成した榕城下方チーム】

西之表幼稚園の皆さん西之表幼稚園の皆さん

　
「
勤
労
感
謝
の
日
」
に
合
わ
せ
て
、

　
「
勤
労
感
謝
の
日
」
に
合
わ
せ
て
、
1111
月月

2121
日
（
金
）
に
西
之
表
幼
稚
園
の
皆
さ
ん
が

日
（
金
）
に
西
之
表
幼
稚
園
の
皆
さ
ん
が

市
役
所
を
訪
問
し
て
く
れ
ま
し
た
。

市
役
所
を
訪
問
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
園
児
の
皆
さ
ん
、
ス
テ
キ
な
お
手
紙
の
プ

　
園
児
の
皆
さ
ん
、
ス
テ
キ
な
お
手
紙
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

レ
ゼ
ン
ト
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
勤
労
感
謝
の
日
」
訪
問

「
勤
労
感
謝
の
日
」
訪
問

　
　
　
　
　
　
　（
西
之
表
幼
稚
園
）

　
　
　
　
　
　
　（
西
之
表
幼
稚
園
）
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④

第第
5151
回
市
民
文
化
祭

回
市
民
文
化
祭

　　
1111
月
１
日
（
土
）
か
ら
２
日
（
日
）
に
か
け
て
、
令
和
７
年
度

月
１
日
（
土
）
か
ら
２
日
（
日
）
に
か
け
て
、
令
和
７
年
度

第第
5151
回
市
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
文
化
・
芸
術
の
秋
を
彩
り
ま

回
市
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
文
化
・
芸
術
の
秋
を
彩
り
ま

し
た
。

し
た
。

　
舞
台
部
門
は
市
民
会
館
ホ
ー
ル
、
展
示
部
門
は
市
民
会
館
１
階

　
舞
台
部
門
は
市
民
会
館
ホ
ー
ル
、
展
示
部
門
は
市
民
会
館
１
階

ホ
ワ
イ
エ
で
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
、
多
く
の
方
が
観
覧
、
鑑
賞
に
訪

ホ
ワ
イ
エ
で
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
、
多
く
の
方
が
観
覧
、
鑑
賞
に
訪

れ
ま
し
た
。

れ
ま
し
た
。

　
舞
台
部
門
で
は
、
２
日
間
で

　
舞
台
部
門
で
は
、
２
日
間
で
5151
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
披
露
さ
れ
、

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
披
露
さ
れ
、

会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
展
示
部
門
に
は
書
道
、
文
学
、
ペ
ー
パ
ー
フ
ラ
ワ
ー
な
ど
の
部

　
展
示
部
門
に
は
書
道
、
文
学
、
ペ
ー
パ
ー
フ
ラ
ワ
ー
な
ど
の
部

門
か
ら

門
か
ら
７７
団
体
が
出
展
し
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
作
品
が
並
び
、
来

団
体
が
出
展
し
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
作
品
が
並
び
、
来

場
者
は
熱
心
に
作
品
を
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

場
者
は
熱
心
に
作
品
を
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
永
年
に
わ
た
り
芸
術
・
文
化
の
継
承
や
指
導
に
功

　
式
典
で
は
、
永
年
に
わ
た
り
芸
術
・
文
化
の
継
承
や
指
導
に
功

績
の
あ
っ
た
個
人
、団
体
が
、文
化
功
労
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

績
の
あ
っ
た
個
人
、団
体
が
、文
化
功
労
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
舞
台
部
門
、
展
示
部
門
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
舞
台
部
門
、
展
示
部
門
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

文化功労賞文化功労賞

舞台部門舞台部門

～
秋
を
彩
る
～

～
秋
を
彩
る
～

展示部門展示部門

《個人表彰》《個人表彰》
古市　克人さん（古市　克人さん（西之表市民合唱団コールわかさ西之表市民合唱団コールわかさ））

《団体表彰》《団体表彰》
天天
てんしょうりゅうてんしょうりゅう

翔 流翔 流

※写真：前列左

※写真：前列右

市政の窓 2026. １月号



ま・ち・の・わ・だ・い

　　
1010
月月
2727
日
（
月
）、「
西
之
表
市
和
牛
振
興
会
」

日
（
月
）、「
西
之
表
市
和
牛
振
興
会
」

に
よ
る
、
和
牛
肉
の
贈
呈
式
が
西
之
表
市
給

に
よ
る
、
和
牛
肉
の
贈
呈
式
が
西
之
表
市
給

食
セ
ン
タ
ー
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

食
セ
ン
タ
ー
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
贈
呈
さ
れ
た
和
牛
肉
は
、
地
元
種
子

　
今
回
贈
呈
さ
れ
た
和
牛
肉
は
、
地
元
種
子

島
の
豊
か
な
自
然
の
中
で
生
ま
れ
、
育
て
ら

島
の
豊
か
な
自
然
の
中
で
生
ま
れ
、
育
て
ら

れ
た
も
の
で
す
。

れ
た
も
の
で
す
。

　
贈
呈
に
際
し
、
西
之
表
市
和
牛
振
興
会
の

　
贈
呈
に
際
し
、
西
之
表
市
和
牛
振
興
会
の

瀬
川
副
会
長
は
「
こ
の
種
子
島
産
鹿
児
島
黒

瀬
川
副
会
長
は
「
こ
の
種
子
島
産
鹿
児
島
黒

牛
の
お
肉
は
、
柔
ら
か
く
味
わ
い
も
最
高
で

牛
の
お
肉
は
、
柔
ら
か
く
味
わ
い
も
最
高
で

す
、
是
非
子
供
た
ち
に
食
べ
て
い
た
だ
き
た

す
、
是
非
子
供
た
ち
に
食
べ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
地
域
か
ら
牛
肉
の
消
費
が
促
さ
れ
る
こ
と

　
地
域
か
ら
牛
肉
の
消
費
が
促
さ
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　　

1111
月
９
日
（
日
）、
安
納
球
場
補
助

月
９
日
（
日
）、
安
納
球
場
補
助

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
「

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
「
A
N
N
O
U
 I
M
O
 

A
N
N
O
U
 I
M
O
 

F
E
S
T
I
V
A
L 2
0
2
5

F
E
S
T
I
V
A
L 2
0
2
5
」
が
開
催

」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
本
市
の
地
域
お
こ

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
本
市
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
が
発
案
し
、
安
納
い
も
を
通
じ
て

し
協
力
隊
が
発
案
し
、
安
納
い
も
を
通
じ
て

地
域
の
魅
力
を
発
信
し
、
地
域
産
業
の
活
性

地
域
の
魅
力
を
発
信
し
、
地
域
産
業
の
活
性

化
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
、
今

化
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
、
今

年
で
２
回
目
の
開
催
。「
安
納
お
お
き
に
ま

年
で
２
回
目
の
開
催
。「
安
納
お
お
き
に
ま

つ
り
」
に
加
え
、
初
開
催
の
音
楽
イ
ベ
ン
ト

つ
り
」
に
加
え
、
初
開
催
の
音
楽
イ
ベ
ン
ト

「「
U
n
k
n
o
w
n
 L
i
v
e

U
n
k
n
o
w
n
 L
i
v
e
」
も
同
時
開

」
も
同
時
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

島
内
外
か
ら

　

島
内
外
か
ら
1414
店
舗
が
出
店
し
、
安

店
舗
が
出
店
し
、
安

納
い
も
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
や
グ
ル

納
い
も
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
や
グ
ル

メ
が
並
び
ま
し
た
。
さ
ら
に
今
回
は
、

メ
が
並
び
ま
し
た
。
さ
ら
に
今
回
は
、

S
H
I
R
O
Y
A
M
A
 H
O
T
E
L 

S
H
I
R
O
Y
A
M
A
 H
O
T
E
L 

k
a
g
o
s
h
i

m
a

k
a
g
o
s
h
i

m
a ( (

鹿
児
島
市

鹿
児
島
市))

が
初
が
初

出
店
し
、
洗
練
さ
れ
た
安
納
い
も
メ
ニ
ュ
ー

出
店
し
、
洗
練
さ
れ
た
安
納
い
も
メ
ニ
ュ
ー

を
提
供
。
多
く
の
来
場
者
が
列
を
作
り
、
会

を
提
供
。
多
く
の
来
場
者
が
列
を
作
り
、
会

場
は
終
日
活
気
に
包
ま
れ
、
３
０
０
０
名
を

場
は
終
日
活
気
に
包
ま
れ
、
３
０
０
０
名
を

超
え
る
来
場
者
が
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し

超
え
る
来
場
者
が
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
場
者
投
票
と
審
査
員
評
価
に

　

ま
た
、
来
場
者
投
票
と
審
査
員
評
価
に

よ
っ
て
決
定
す
る
「
安
納
い
も
グ
ル
メ
グ
ラ

よ
っ
て
決
定
す
る
「
安
納
い
も
グ
ル
メ
グ
ラ

ン
プ
リ
」
も
実
施
さ
れ
、
各
店
舗
が
趣
向
を

ン
プ
リ
」
も
実
施
さ
れ
、
各
店
舗
が
趣
向
を

凝
ら
し
た
一
品
で
競
い
合
い
ま
し
た
。

凝
ら
し
た
一
品
で
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
を
主
催
し
た
実
行
委
員
長
の
橋

　
イ
ベ
ン
ト
を
主
催
し
た
実
行
委
員
長
の
橋

口
敏
朗
さ
ん
（
地
域
お
こ
し
協
力
隊
）
は
「
多

口
敏
朗
さ
ん
（
地
域
お
こ
し
協
力
隊
）
は
「
多

く
の
事
業
者
や
地
域
の
皆
さ
ま
の
協
力
に
よ

く
の
事
業
者
や
地
域
の
皆
さ
ま
の
協
力
に
よ

り
、
今
年
も
開
催
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
て

り
、
今
年
も
開
催
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
て

い
る
。
安
納
い
も
を
通
じ
て
、
島
の
魅
力
を

い
る
。
安
納
い
も
を
通
じ
て
、
島
の
魅
力
を

よ
り
多
く
の
人
に
届
け
て
い
き
た
い
」
と
話

よ
り
多
く
の
人
に
届
け
て
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

「
A
N
N
O
U
   I
M
O
 

F
E
S
T
I
V
A
L
2
0
2
5
」

「
種
子
島
産
鹿
児
島
黒
牛
」
の
お
肉
贈
呈
式

　いただいた「種子島産鹿児島黒牛」のお肉は、　いただいた「種子島産鹿児島黒牛」のお肉は、
11 月６日（木）に市内の学校給食で「里帰り11 月６日（木）に市内の学校給食で「里帰り
和牛丼」として調理され、児童・生徒たちは和牛丼」として調理され、児童・生徒たちは
和牛のおいしさを存分に味わいました。和牛のおいしさを存分に味わいました。

美味しい！ 「里帰り和牛丼」美味しい！ 「里帰り和牛丼」

　種子島で産まれた和牛子牛は、生後約９か月　種子島で産まれた和牛子牛は、生後約９か月
ぐらいで、種子島家畜市場せり市に上場し、大ぐらいで、種子島家畜市場せり市に上場し、大
部分が島外の牧場に出荷されます。部分が島外の牧場に出荷されます。
　島外の牧場で大きく育てられ、最終的に肉と　島外の牧場で大きく育てられ、最終的に肉と
なり、種子島に里帰りするものもあります。なり、種子島に里帰りするものもあります。

種子島の和牛種子島の和牛

⑤ 市政の窓2026. １月号



ま・ち・の・わ・だ・い

　　
1111
月月
1515
日
（
土
）、
西
京
ダ
ム
に
お
い
て
、

日
（
土
）、
西
京
ダ
ム
に
お
い
て
、

清
掃
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施
し
ま
し

清
掃
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施
し
ま
し

た
。
建
設
業
協
会
や
熊
毛
支
庁
、
土
改
連
熊

た
。
建
設
業
協
会
や
熊
毛
支
庁
、
土
改
連
熊

毛
事
務
所
、
市
役
所
関
係
部
署
の
職
員

毛
事
務
所
、
市
役
所
関
係
部
署
の
職
員
8686
名名

が
参
加
し
、
ダ
ム
周
辺
や
堤
体
の
法
面
の
草

が
参
加
し
、
ダ
ム
周
辺
や
堤
体
の
法
面
の
草

払
い
を
行
い
ま
し
た
。

払
い
を
行
い
ま
し
た
。

　
西
京
ダ
ム
の
水
は
、
農
業
用
水
や
水
道
水

　
西
京
ダ
ム
の
水
は
、
農
業
用
水
や
水
道
水

に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
水
資
源
や
美
し
い

に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
水
資
源
や
美
し
い

景
観
を
保
持
す
る
た
め
、
毎
年

景
観
を
保
持
す
る
た
め
、
毎
年
1111
月
に
清
掃

月
に
清
掃

活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
来
年
度
も
実
施
予
定
で
す
の
で
、
皆
様
の

　
来
年
度
も
実
施
予
定
で
す
の
で
、
皆
様
の

ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

西
京
ダ
ム
清
掃
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施

第
27
回
　
福
祉
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　　
1111
月月
1818
日日((

火火))

、
西
之
表
市
民
体
育
館
に

、
西
之
表
市
民
体
育
館
に

お
い
て
、
第

お
い
て
、
第
2727
回
福
祉
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ

回
福
祉
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ

大
会
が
開
催
さ
れ
、
市
内
の
福
祉
団
体
や
各

大
会
が
開
催
さ
れ
、
市
内
の
福
祉
団
体
や
各

障
害
者
施
設
等
利
用
者
の
皆
さ
ん
約
２
０
０

障
害
者
施
設
等
利
用
者
の
皆
さ
ん
約
２
０
０

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
大
会
で
は
、
若
宮
保

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
大
会
で
は
、
若
宮
保

育
園
の
園
児
ら
に
よ
る
太
鼓
の
披
露
に
始
ま

育
園
の
園
児
ら
に
よ
る
太
鼓
の
披
露
に
始
ま

り
、
各
団
体
に
よ
る
手
踊
り
や
演
舞
な
ど
も

り
、
各
団
体
に
よ
る
手
踊
り
や
演
舞
な
ど
も

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
後
半
に
は
、
参
加
者
を

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
後
半
に
は
、
参
加
者
を

４
チ
ー
ム
に
分
け
て
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
（
瓶
倒

４
チ
ー
ム
に
分
け
て
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
（
瓶
倒

し
）
や
輪
投
げ
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

し
）
や
輪
投
げ
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

競
技
を
行
い
、
温
か
い
声
援
や
拍
手
を
送
り

競
技
を
行
い
、
温
か
い
声
援
や
拍
手
を
送
り

あ
う
な
ど
の
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
参
加

あ
う
な
ど
の
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
参
加

者
か
ら
は
、「
関
係
者
の
皆
さ
ん
と
交
流
し
、

者
か
ら
は
、「
関
係
者
の
皆
さ
ん
と
交
流
し
、

体
を
動
か
す
い
い
機
会
と
な
っ
た
」
な
ど
の

体
を
動
か
す
い
い
機
会
と
な
っ
た
」
な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　　

1111
月
６
日

月
６
日((

木木))

、
市
民
会
館
に
お

、
市
民
会
館
に
お

い
て
、
鹿
児
島
県
再
犯
防
止
推
進
シ
ン

い
て
、
鹿
児
島
県
再
犯
防
止
推
進
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

大
会
は
、
再
犯
防
止
へ
の
関
心
と
理
解

大
会
は
、
再
犯
防
止
へ
の
関
心
と
理
解

を
深
め
、
地
域
に
お
け
る
意
識
の
向
上

を
深
め
、
地
域
に
お
け
る
意
識
の
向
上

を
目
的
に
、
種
子
島
保
護
区
保
護
司
会

を
目
的
に
、
種
子
島
保
護
区
保
護
司
会

（　
師
和
俊
会
長
）
の
皆
さ
ん
の
運
営

（　
師
和
俊
会
長
）
の
皆
さ
ん
の
運
営

に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
鹿
児
島
県
少
年
鑑
別
所

　
大
会
で
は
、
鹿
児
島
県
少
年
鑑
別
所

の
専
門
官
に
よ
る
基
調
講
演
の
ほ
か
パ

の
専
門
官
に
よ
る
基
調
講
演
の
ほ
か
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
実
施
さ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
実
施
さ

れ
、　
れ
、　  

師
会
長
に
よ
る
保
護
司
と
し
て

師
会
長
に
よ
る
保
護
司
と
し
て

の
活
動
や
、
種
子
島
中
学
校
の
吉
松
校

の
活
動
や
、
種
子
島
中
学
校
の
吉
松
校

長
に
よ
る
生
徒
た
ち
と
の
関
わ
り
な
ど

長
に
よ
る
生
徒
た
ち
と
の
関
わ
り
な
ど

の
事
例
を
通
し
て
、
様
々
な
意
見
交
換

の
事
例
を
通
し
て
、
様
々
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
、
地
域
の
役
割
に
つ
い
て
改

が
行
わ
れ
、
地
域
の
役
割
に
つ
い
て
改

め
て
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

め
て
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

県
再
犯
防
止
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　　

1010
月月
1818
日日((
土土))
、
栖
林
神
社
秋
季

、
栖
林
神
社
秋
季

大
祭
が
厳
か
な
雰
囲
気
の
中
に
催
行
さ

大
祭
が
厳
か
な
雰
囲
気
の
中
に
催
行
さ

れ
、
供
物
に
は
米
、
塩
、
大
豆
、
野
菜
、

れ
、
供
物
に
は
米
、
塩
、
大
豆
、
野
菜
、

魚
と
共
に
、
今
季
収
穫
さ
れ
た
「
か
ら

魚
と
共
に
、
今
季
収
穫
さ
れ
た
「
か
ら

い
も
」
も
並
び
ま
し
た
。「
か
ら
い
も
」

い
も
」
も
並
び
ま
し
た
。「
か
ら
い
も
」

を
献
上
さ
れ
た
農
家
の
大
瀬
良
行
さ
ん

を
献
上
さ
れ
た
農
家
の
大
瀬
良
行
さ
ん

は
、
１
９
６
８
（
文
禄

は
、
１
９
６
８
（
文
禄
1111
）
年
、
当
主

）
年
、
当
主

で
あ
る
種
子
島
久
基
公
か
ら
甘
藷
栽
培

で
あ
る
種
子
島
久
基
公
か
ら
甘
藷
栽
培

の
命
を
受
け
、
後
に
日
本
で
初
め
て
甘

の
命
を
受
け
、
後
に
日
本
で
初
め
て
甘

藷
栽
培
を
成
功
さ
せ
た
大
瀬
休
左
衛
門

藷
栽
培
を
成
功
さ
せ
た
大
瀬
休
左
衛
門

の
子
孫
で
す
。
当
時
の
飢
饉
を
救
っ
た

の
子
孫
で
す
。
当
時
の
飢
饉
を
救
っ
た

と
伝
え
ら
れ
る
「
か
ら
い
も
」
は
、
現

と
伝
え
ら
れ
る
「
か
ら
い
も
」
は
、
現

在
で
も
本
市
農
業
を
支
え
る
大
切
な
基

在
で
も
本
市
農
業
を
支
え
る
大
切
な
基

幹
作
物
と
な
っ
て
お
り
、
関
係
者
で
感

幹
作
物
と
な
っ
て
お
り
、
関
係
者
で
感

謝
の
意
を
捧
げ
ま
し
た
。

謝
の
意
を
捧
げ
ま
し
た
。

栖
林
神
社
秋
季
大
祭
　
大
瀬
家
に
よ
る
か
ら
い
も
献
上

⑥市政の窓 2026. １月号



ま・ち・の・わ・だ・い

　　

三
菱
重
工
業
㈱
宇
宙
事
業
部
と
西
之
表

三
菱
重
工
業
㈱
宇
宙
事
業
部
と
西
之
表

市
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
有
す
る
人
的
、
物
的

市
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
有
す
る
人
的
、
物
的

資
源
を
有
効
に
活
用
し
て
市
民
の
雇
用
促

資
源
を
有
効
に
活
用
し
て
市
民
の
雇
用
促

進
や
教
育
振
興
等
を
図
り
、
地
域
振
興
に

進
や
教
育
振
興
等
を
図
り
、
地
域
振
興
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、1212
月月
1515
日
（
月
）

日
（
月
）

に
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

に
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

「
宇
宙
産
業
等
へ
の
就
業
」
と
「
西
之
表
市

「
宇
宙
産
業
等
へ
の
就
業
」
と
「
西
之
表
市

の
児
童
・
生
徒
の
人
材
育
成
」
を
２
つ
の

の
児
童
・
生
徒
の
人
材
育
成
」
を
２
つ
の

柱
と
し
て
相
互
に
協
力
し
、
今
後
は
本
市

柱
と
し
て
相
互
に
協
力
し
、
今
後
は
本
市

の
児
童
生
徒
へ
の
宇
宙
関
連
教
育
へ
の
協

の
児
童
生
徒
へ
の
宇
宙
関
連
教
育
へ
の
協

力
や
、
地
元
採
用
な
ど
の
取
組
を
推
進
し

力
や
、
地
元
採
用
な
ど
の
取
組
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

三
菱
重
工
業
と
包
括
連
携
協
定
締
結

餅
つ
き
大
会
（
国
上
小
学
校
）
　　
1212
月月
1313
日
（
土
）、
国
上
小
体
育
館
に
お

日
（
土
）、
国
上
小
体
育
館
に
お

い
て
、
国
上
小

い
て
、
国
上
小
P
T
A

P
T
A
の
主
催
で
餅
つ
き

の
主
催
で
餅
つ
き

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
国
上
小
の
児

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
国
上
小
の
児

童
の
ほ
か
、
く
に
が
み
子
ど
も
園
の
幼
児

童
の
ほ
か
、
く
に
が
み
子
ど
も
園
の
幼
児

も
多
数
参
加
し
賑
わ
い
ま
し
た
。

も
多
数
参
加
し
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
国
上
小

　
国
上
小
P
T
A

P
T
A
は
、年
間
を
通
し
て「
食
」

は
、年
間
を
通
し
て「
食
」

の
原
点
に
触
れ
る
農
業
体
験
を
実
施
し
て

の
原
点
に
触
れ
る
農
業
体
験
を
実
施
し
て

お
り
、
そ
の
一
環
で
餅
つ
き
を
行
い
、
そ

お
り
、
そ
の
一
環
で
餅
つ
き
を
行
い
、
そ

の
恵
み
を
味
わ
い
ま
し
た
。

の
恵
み
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　
６
年
生
の
髙
石
華
さ
ん
は
、「
１
年
生
か

　
６
年
生
の
髙
石
華
さ
ん
は
、「
１
年
生
か

ら
参
加
し
て
い
て
、
昨
年
ま
で
は
杵
が
重

ら
参
加
し
て
い
て
、
昨
年
ま
で
は
杵
が
重

か
っ
た
け
ど
、今
年
は
軽
く
感
じ
て
力
い
っ

か
っ
た
け
ど
、今
年
は
軽
く
感
じ
て
力
い
っ

ぱ
い
た
た
く
こ
と
が
で
き
た
。
い
つ
も
食

ぱ
い
た
た
く
こ
と
が
で
き
た
。
い
つ
も
食

べ
る
お
餅
よ
り
温
か
く
て
美
味
し
か
っ
た
」

べ
る
お
餅
よ
り
温
か
く
て
美
味
し
か
っ
た
」

と
話
し
ま
し
た
。

と
話
し
ま
し
た
。

　
平
成

　
平
成
2929
年
６
月
９
日
か
ら
令
和
７
年

年
６
月
９
日
か
ら
令
和
７
年

６
月
８
日
ま
で
、
２
期
８
年
間
に
わ
た

６
月
８
日
ま
で
、
２
期
８
年
間
に
わ
た

り
本
市
の
代
表
監
査
委
員
を
務
め
ら
れ

り
本
市
の
代
表
監
査
委
員
を
務
め
ら
れ

た
廣
瀬
正
和
氏
が
、
全
国
都
市
監
査
委

た
廣
瀬
正
和
氏
が
、
全
国
都
市
監
査
委

員
会
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

員
会
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

廣
瀬
氏
は
、
代
表
監
査
委
員
と
し

　

廣
瀬
氏
は
、
代
表
監
査
委
員
と
し

て
、
そ
の
職
務
に
精
励
し
、
都
市
監
査

て
、
そ
の
職
務
に
精
励
し
、
都
市
監
査

委
員
制
度
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
こ
と

委
員
制
度
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
今
回
の
受
賞
の
運
び
と
な
り
、

か
ら
、
今
回
の
受
賞
の
運
び
と
な
り
、

1111
月月
2020
日
（
木
）
に
市
役
所
に
お
い
て
、

日
（
木
）
に
市
役
所
に
お
い
て
、

八
板
市
長
か
ら
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま

八
板
市
長
か
ら
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。

し
た
。

前
代
表
監
査
委
員

　
　
廣
瀬
正
和
氏
を
表
彰

　　
1212
月
１
日
（
月
）、
新
光
糖
業
㈱
中

月
１
日
（
月
）、
新
光
糖
業
㈱
中

種
子
工
場
に
お
い
て
、
令
和
７
／
８
年

種
子
工
場
に
お
い
て
、
令
和
７
／
８
年

期
さ
と
う
き
び
の
受
入
が
始
ま
り
ま
し
た
。

期
さ
と
う
き
び
の
受
入
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
本
年
の
さ
と
う
き
び
は
、

　
本
年
の
さ
と
う
き
び
は
、
1010
月
下
旬

月
下
旬

の
大
雨
と
強
風
に
よ
り
倒
伏
等
の
発
生

の
大
雨
と
強
風
に
よ
り
倒
伏
等
の
発
生

が
あ
っ
た
も
の
の
、
生
育
期
間
全
般
に

が
あ
っ
た
も
の
の
、
生
育
期
間
全
般
に

お
い
て
気
象
条
件
に
恵
ま
れ
、
平
年
以

お
い
て
気
象
条
件
に
恵
ま
れ
、
平
年
以

上
の
生
育
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
生
産

上
の
生
育
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
生
産

見
込
に
つ
い
て
は
、
面
積
の
増
加
も
あ

見
込
に
つ
い
て
は
、
面
積
の
増
加
も
あ

り
５
万
１
千
１
８
３
ト
ン
、
単
収
７
ト

り
５
万
１
千
１
８
３
ト
ン
、
単
収
７
ト

ン
２
０
０
キ
ロ
で
、
昨
年
の
実
績
を
上

ン
２
０
０
キ
ロ
で
、
昨
年
の
実
績
を
上

回
る
見
込
み
で
す
。

回
る
見
込
み
で
す
。

　
な
お
、
受
入
は
、
５
月
３
日
ま
で
の

　
な
お
、
受
入
は
、
５
月
３
日
ま
で
の

１
４
２
日
間
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

１
４
２
日
間
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

さ
と
う
き
び
の
収
穫
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
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⑧

　令和８年度採用の会計年度任用職員の募集を行います。
募集案内等をご確認のうえ、申込をお願いします。
　会計年度任用職員とは、地方自治法及び地方公務員法の改正に伴い、「臨時的職員」、「非常勤職員」に代
わって設置された職です。任用期間は、原則１会計年度（4/1 ～翌 3/31）で、身分は公務員となります。

※賞…期末手当・勤勉手当、社…社会保険、雇…雇用保険、退手…退職手当、条件…採用条件
職　名

（募集定員…人）勤務場所 勤　務　内　容 勤務日数 勤　務　時　間 給　料（見　込）賞
与

社
保

雇
保

退
手

条
件

担　当　課
（電　話・内　線）

  フルタイム

一般事務（１） 市役所 市民係の窓口業務 8：30 ～ 17：15 195,800 円～
219,400 円 / 月 〇 〇 × 〇 ― 市民生活課市民係

（内 302）

一般事務（１） 給食
センター 事務作業

7：30 ～ 16：15
8：00 ～ 16：45
8：30 ～ 17：15

195,800 円～
219,400 円 / 月 〇 〇 × 〇 ― 給食センター

（23-5661）

一般事務（１） 市役所 民泊受入家庭の勧誘、その
他観光関係業務補助 8：30 ～ 17：15 195,800 円～

219,400 円 / 月 〇 〇 × 〇 ― 経済観光課観光交
流係（内 273）

事務補助（１） 市役所 ふるさと納税受付、書類整
理等 8：30 ～ 17：15 195,800 円～

200,300 円 / 月 〇 〇 × 〇 ― 経済観光課ふるさ
と納税係（内 275）

用務員（８） 学校 学校内外の清掃等 8：15 ～ 16：45 198,200 円～
218,800 円 / 月 〇 〇 × 〇 有 教育総務課庶務係

（内 253）学校司書（１） 学校 学校図書館の管理運営等 8：15 ～ 16：45 195,800 円～
219,400 円 / 月 〇 〇 × 〇 有

道路維持作業員
（２） 市役所 道路維持補修作業 8：30 ～ 17：15 240,400 円～

245,600 円 / 月 〇 〇 × 〇 有 建設課管理係
（内 239）

集落支援員（10） 各校区 校区運営支援 8：30 ～ 17：15 195,800 円～
219,400 円 / 月 〇 〇 × 〇 ― 地域支援課コミュニ

ティ推進係（内 215）
事務補助（１） 市役所 簡単な事務作業 8：30 ～ 17：15 195,800 円～

200,300 円 / 月 〇 〇 × 〇 ― 税務課管理係
（内 228）

市立図書館職員
（３）

市立
図書館

市立図書館の受付等、管理
運営に関する業務

9：00 ～ 17：45
10：00 ～ 18：45
※シフト制

195,800 円～
219,400 円 / 月 〇 〇 × 〇 有 社会教育課社会教

育係（内 257）

一般事務（１） 開発総合
センター 鉄砲館案内 8：30 ～ 17：15

※シフト制
195,800 円～
219,400 円 / 月 〇 〇 × 〇 有 鉄砲館

（23-3215）
地籍調査員（３） 市役所 地籍調査（外業・内業） 8：30 ～ 17：15 200,300 円～

242,000 円 / 月 〇 〇 × 〇 有 財産監理課地籍調
査係（内 288）

主任介護支援専
門員（２） 市役所 高齢者の相談業務や関係機

関との連携に係る業務 8：30 ～ 17：15 242,000 円～
258,100 円 / 月 〇 〇 × 〇 有

高齢者支援課高齢
者支援係（内 330）

介護支援
専門員 （※左記

の職種
から２
人程度）

市役所 介護予防のためのケアプラ
ン作成業務 8：30 ～ 17：15 206,700 円～

242,000 円 / 月 〇 〇 × 〇 有

保健師 市役所 介護予防に係る相談・支援
業務 8：30 ～ 17：15 206,700 円～

242,000 円 / 月 〇 〇 × 〇 有
社会
福祉士 市役所 介護予防に係る相談・支援

業務 8：30 ～ 17：15 195,800 円～
219,400 円 / 月 〇 〇 × 〇 有

健康運動指導士
（１） 市役所 介護予防体操普及業務 8：30 ～ 17：15 206,700 円～

242,000 円 / 月 〇 〇 × 〇 有

相談員（１） 市役所 障害者相談業務 8：30 ～ 17：15 200,300 円～
242,000 円 / 月 〇 〇 × 〇 有 福祉事務所社会福

祉係（内 321）
一般事務（１） 市役所 レセプト点検、医療・介護

扶助に関する事務 8：30 ～ 17：15 195,800 円～
219,400 円 / 月 〇 〇 × 〇 有 福祉事務所援護係

（内 329）
一般事務（１） 市役所 窓口業務（児童福祉） 8：30 ～ 17：15 195,800 円～

219,400 円 / 月 〇 〇 × 〇 ― 福祉事務所子育て
支援係（内 328）

相談員（１） 市役所 消費生活相談員 8：30 ～ 17：15 200,300 円～
242,000 円 / 月 〇 〇 × 〇 有 福祉事務所市民総

合相談係（内 313）
電話交換士（１） 市役所 電話交換業務 8：30 ～ 17：15 198,200 円～

218,800 円 / 月 〇 〇 × 〇 ― 総務課法制文書係
（内 277）

常 

勤 

と 

同 

じ

次ページへ続く

令和８年度採用令和８年度採用
　　　　　　　　西之表市　　　　　　　　西之表市    　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　  募集募集

（令和８年４月１日から任用）（令和８年４月１日から任用）

会 計 年 度 任 用 職 員会 計 年 度 任 用 職 員

【申込方法】
　会計年度任用職員募集案内（担当課窓口備付また
は市ホームページからダウンロード）を確認、必要
事項を記入のうえ、下表の募集担当課へ期日までに
提出してください。

【申込期間】
令和７年 12 月 25 日（木）
　～令和８年 1 月 26 日（月）※ 17：15 必着※ 17：15 必着

 ◆ 募集職種、募集定員、給料額、担当課などは、下表をご
参照ください。なお、給料額については、R8.4.1 時点の見
込です。
 ◆ 募集定員は、令和７年 12 月 25 日時点の上限人数です。
令和８年度の予算状況等に応じて、勤務条件、募集人数等
が変更となる場合がありますので、予めご了承ください。
 ◆ その他、日雇いの職員（１日限りの任用）の募集を行っ
ています。市ホームページに随時掲載します。

市政の窓 2026. １月号



⑨

職　名
（募集定員…人）勤務場所 勤　務　内　容 勤務日数 勤　務　時　間 給　料（見　込）賞

与
社
保

雇
保

退
手

条
件

担　当　課
（電　話・内　線）

  パートタイム

調理員（15） 給食
センター 調理・配送・洗浄業務 常勤（８月は

10 日勤務）
7：30 ～ 16：15
8：00 ～ 16：45
8：30 ～ 17：15

198,200 円～
218,800 円 / 月
（8 月は日額）

〇 〇 〇 × ― 給食センター
（23-5661）

事務補助（２）
インフォ

メーション
センター

情報交流施設管理・事務 月 12 日 9：30 ～ 17：30 1,203 円～
1,230 円 / 時 〇 × × × ― 経済観光課商工政

策係（内 274）

保健師（１） 保健
センター

母子保健業務（乳幼児健診
等従事） 月 10 日 9：00 ～ 16：00 1,270 円～

1,486 円 / 時 × × × × 有 健康保険課健康増
進係（内 327）看護師（１） 保健

センター 訪問指導業務 月５日 9：00 ～ 17：00

栄養士（１）
市役所 保健事業に係る訪問指導等 月 15 日 9：00 ～ 17：00 1,270 円～

1,486 円 / 時 〇 〇 〇 × 有 健康保険課国保年
金係（内 312）歯科衛生士（１）

ICT 支援員（１） 市役所 市内小中学校の ICT 環境
に関する業務 月 18 日 8：30 ～ 17：15 1,230 円～

1,486 円 / 時 〇 〇 〇 × 有

学校教育課指導係
（内 255）

特別支援教育
支援員（18）

各市内
小・中学校

市内小・中学校で特別な支
援が必要な児童生徒への支
援や介助等

学校の授業
が行われる
日（土曜日
を除く）の
内 175 日
以内

8：30 ～ 16：00
までの間の４時間半

1,203 円～
1,230 円 / 時

× × × × ―

学校の授業
が行われる
日（土曜日
を除く）の
内 200 日
以内

8：30 ～ 16：00
までの間の６時間 〇 〇 〇 × ―

教育支援センター
指導員（２）

学校
校内教育支援センターに通
所している児童生徒の相談
及び指導等

学 校 の 授
業 が 行 わ
れる日（土
曜 日 を 除
く ） の 内
80 日以内

8：30 ～ 15：15
1,203 円～

1,348 円 / 時

× × × × ―

勤労
青少年
ホーム

教育支援センターに通所し
ている児童生徒の相談及び
指導等

月 15 日 8：30 ～ 15：15 〇 〇 〇 × ―

スクールソーシャル
ワーカー（２） 学校 児童生徒に係る問題解決に

向けた支援業務 月 18 日 10：30 ～ 17：15 1,230 円～
1,486 円 / 時 〇 〇 〇 × ―

社会教育指導員
（２） 市役所 高齢者教育、青少年健全育

成等に関する業務 月 18 日 9：00 ～ 17：00 1,203 円～
1,348 円 / 時 〇 〇 〇 × 有

社会教育課社会教
育係（内 257）勤労青少年ホーム

指導員（２）
勤労

青少年
ホーム

勤労青少年ホームの利用者
の受付等、管理運営に関す
る業務

月15日（祝
日・休館日
を除く）

13：00 ～ 21：00 1,203 円～
1,230 円 / 時 〇 〇 〇 × ―

市民体育館管理人
（３） 市民体育館 体育館施設の予約受付、体

育館備品の貸出など 月 20 日
8：30 ～ 17：00
17：00 ～ 22：30

※シフト制
1,203 円～

1,230 円 / 時 〇 〇 〇 × ― 社会教育課生涯ス
ポーツ係（内 259）

事務補助（１） 開発総合
センター 鉄砲館案内 月 15 日 8：30 ～ 17：00

までの間の７時間
※シフト制

1,203 円～
1,230 円 / 時

〇 〇 〇 × 有

鉄砲館
（23-3215）

事務補助（１） 開発総合
センター 鉄砲館受付 月 15 日

事務補助（１） 開発総合
センター 鉄砲館管理（土日祝日） 月 10 日 8：30 ～ 17：00

までの間の７時間 〇 × × × 有

事務補助（１） 開発総合
センター 文化財整理作業

月 15 日 8：30 ～ 16：30 〇 〇 〇 × 有
事務補助（３） 埋蔵文化

財調査室
文化財整理作業（埋蔵文化
財・旧上妻家）

看護師（１） 市役所 訪問による高齢者への指導
業務

月 15 日 9：00 ～ 17：00 1,270 円～
1,486 円 / 時 〇 〇 〇 × 有

高齢者支援課高齢
者支援係（内 330）

管理栄養士（１） 市役所 栄養指導業務
介護支援専門員

（１） 市役所 介護予防のためのケアプラ
ン作成業務

生活支援コーデ
ィネーター（１） 市役所 高齢者の日常生活の困りご

と相談業務等 月 15 日 9：00 ～ 17：00 1,203 円～
1,348 円 / 時 〇 〇 〇 × ―

事務補助（３） 市役所 窓口業務及び事務補助 月 15 日 9：00 ～ 17：00 1,203 円～
1,230 円 / 時 〇 〇 〇 × ―

事務補助（１）
子育て
支援

センター
簡単な事務作業 月 15 日 9：00 ～ 17：00 1,203 円～

1,230 円 / 時 〇 〇 〇 × ― 福祉事務所子育て
支援係（内 328）

次ページへ続く
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職　名
（募集定員…人）勤務場所 勤　務　内　容 勤務日数 勤　務　時　間 給　料（見　込） 賞

与
社
保

雇
保

退
手

条
件

担　当　課
（電　話・内　線）

  パートタイム

事務補助（１） 市役所 総合案内業務 月 15 日 9：00 ～ 17：00 1,203 円～
1,230 円 / 時 〇 〇 〇 × ― 福祉事務所市民総

合相談係（内 313）相談員（１） 市役所 子ども家庭支援員 月 15 日 9：00 ～ 17：00 1,230 円～
1,486 円 / 時 〇 〇 〇 × 有

事務補助（１） 市役所 簡単な事務作業 月 10 日 9：00 ～ 17：00 1,203 円～
1,230 円 / 時 〇 × × × ― 会計課会計係

（内 218）
一般事務

［職員代替］（５） 市役所 事務作業 月 15 日 9：00 ～ 17：00 1,203 円～
1,348 円 / 時 〇 〇 〇 × ―

総務課人事係
（内 204）

事務補助（１） 市役所 簡単な事務作業 月 10 日 9：00 ～ 16：00
1,203 円～

1,230 円 / 時

× × × × ―

事務補助（３） 市役所 簡単な事務作業 月 12 日 9：00 ～ 17：00 〇 × × × ―

事務補助（８） 市役所 簡単な事務作業 月 15 日 9：00 ～ 17：00 〇 〇 〇 × ―

  パートタイム　日雇い（1 日ごとなど任用期間が短い職になります）

地籍調査員
（若干名）

西之表市
内の地籍
調査地区

地籍調査工程の一筆地調査
に係る業務

一筆地調査
を行う日 8：30 ～ 17：00 1,217 円 / 時 × × × × ― 財産監理課地籍調

査係（内 288）

子育て相談員
（若干名）

子育て
支援

センター
子育てに関する相談業務等

子育て支援
センターに
おいて必要
とする日

8：30 ～ 17：00 1,230 円～
1,486 円 / 時 × × × × 有 福祉事務所子育て

支援係（内 328）

■問合せ先
①応募の詳細…表中の担当課にご連絡いただくか、市ホームページをご覧ください。
②制度や募集全体に関すること…市役所総務課人事係　☎ 22‐1111 内線 204

《種子島産婦人科医院組合》令和８年度会計年度任用職員を募集

採用職種 職　　務　　内　　容 採用
予定人数 給　　料

  フルタイム

事 務 局 職 員
事務局事務業務（※管理職への登用有り）
( 職員への服務・給与事務、予算・決算事務、財務諸表の作成、社会保険関係事務、
経理専用ソフトを使用したパソコン入力業務、薬品・診療材料の管理事務等）

1 188,000 円～ 286,100 円 / 月

助　産　師 助産師業務 ( 分娩介助・産後ケア・妊産婦相談保健指導等 ) 夜勤：月 5 回程度 若干名 240,600 円～ 324,100 円 / 月

看　護　師 看護師業務 ( 患者の看護・診療の介助・分娩介助等 ) 夜勤：月 5 回程度 若干名 207,700 円～ 291,400 円 / 月

管 理 栄 養 士 栄養士業務 ( 一般食及び治療食の献立作成、栄養改善及び栄養相談等 ) 1 230,000 円～ 298,900 円 / 月

調　理　師 調理業務 ( 一般食及び治療食の調製・給食調理器具の洗浄保管等 ) 3 185,700 円～ 247,200 円 / 月

清　掃　員 病院施設設備等の清掃・管理業務（院内外の施設設備等の清掃及び管理等） １ 185,700 円～ 247,200 円 / 月

医 療 事 務 医療事務業務 ( 患者受付案内・社会保険診療契約・診療報酬請求・カルテ整理
保存・医療事務書類作成等 ) 2 194,500 円～ 253,900 円 / 月

経 理 事 務 経理・事務局事務業務（経理専用ソフトを使用したパソコン入力・財務諸表の
作成・薬品診療材料の管理・職員の社会保険関係事務等） 1 216,800 円～ 258,100 円 / 月

  パートタイム
助　産　師 フルタイムと同じ職務内容　月 10 ～ 15 日勤務（※原則、夜勤無し） 若干名 1,478 円～ 1,991 円 / 時

看　護　師 フルタイムと同じ職務内容　月 10 ～ 15 日勤務（※原則、夜勤無し） 若干名 1,276 円～ 1,790 円 / 時

清　掃　員 フルタイムと同じ職務内容　月 10 ～ 15 日勤務 若干名 1,141 円～ 1,518 円 / 時

医 療 事 務 フルタイムと同じ職務内容　月 10 ～ 15 日勤務 若干名 1,195 円～ 1,560 円 / 時
※給料月額については、学歴や　前職等の経験年数により加算される場合があります。

【応募方法】
●受付期間　12 月 25 日（木）～令和８年１月 26 日（月）※必着
●提出書類　①令和 8 年度種子島産婦人科医院組合会計年度任用職員採用選考エントリーシート
　　　　　　　・エントリーシートは、種子島産婦人科医院窓口で配布します。
　　　　　　　・種子島産婦人科医院組合ホームページ（https://tane-san.com）からダウンロードもできます。
　　　　　　　　必ず A4 で両面印刷してください。
　　　　　　②自筆履歴書（市販用紙、写真添付のこと）　③資格・免許状の写し
　　　　　　④ハローワーク紹介状（ハローワーク経由の場合のみ）

■提出・問合せ先　種子島産婦人科医院組合　事務局
〒 891‐3101　西之表市西之表 16314 番地 7　☎ 23‐3332（直通：平日 9:00 ～ 17:00）　FAX23‐2281

◀市 HP は
　こちら

◀ HP はこちら
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お 知 ら せ 　「お知らせ」、「募集」、「イベント」などの情報をお届けします。

　令和 7 年中に、個人に対し、給与・賃金・日当
等を支払った方は、「給与支払報告書」を提出して
ください。令和 8 年度市県民税の課税資料として
必要になります。

【対象】令和 7 年 1 月～令和 7 年 12 月の期間に、
西之表市に住所を有する方に支払った給与・賃金・
日当等
※金額の多少に関わらず、単発の支払いでもご提
出ください。

【提出期限】令和 8 年 2 月 2 日（月）
【提出書類】いずれも税務課備付
・給与支払報告書（3 枚複写のうち上から 1 枚）
・令和８年度（7 年分）給与支払報告書総括表
・普通徴収申請書
◆給与支払報告書の提出については、地方税ポー
タルシステム（eLTAX）のご利用が簡単で便利です。
※ eLTAX の詳細については、西之表市ホームペー
ジ等をご覧ください。

～給与・賃金・日当を支払った方～
　　給与支払報告書をご提出ください

■提出・問合せ先　市役所税務課市税係
☎ 22‐1111 内線 229/233

　市では、災害が発生した際に、高齢者等を地域
住民が支援する体制を整えるため、普段から関係
機関（消防団、自主防災組織等）に、名簿（氏名、
住所、連絡先等）を共有しておくことが大事であ
ると考えています。
　現在、市内の避難行動要支援者に「避難行動要支
援者名簿情報提供同意書」の依頼文書を随時郵送し
ています。関係機関に情報提供をしてもよい場合は、
同封の返信用封筒にて返送をお願いします。
　ご家族等におかれましても、同意書の提出につい
て、ご確認いただきますようお願いします。

避難行動要支援者（高齢者等）名簿作成
に係る情報提供について（お願い）

■提出・問合せ先　市役所総務課防災消防係
☎ 22‐1111 内線 206

農業委員と農地利用最適化推進委員を募集
　令和８年７月１９日をもって、現農業委員・農地利用最適化推進委員の任期が満了することに伴い、次
期農業委員（以下「委員」）と農地利用最適化推進委員（以下「推進委員」）を募集しますので、ご応募く
ださい。

【募集人数】（委員）14 名　（推進委員）13 名
【任期】（委員）令和８年７月 20 日～令和 11 年７月 19 日　　　    （推進委員）委嘱した日～令和 11 年７月 19 日
【報酬】（委員）月額：4 万３千円　　　  （推進委員）月額：3 万円
【応募期間】12 月 15 日（月）～令和８年１月 15 日（木）
●応募資格
　①農業委員会等に関する法律第８条第４項各号に該当しない者。
　②原則として西之表市に住所を有する者。ただし、委員は、市外に住所を有する者も妨げない。
　③西之表市が設置する他の付属機関等の委員でない者。　④西之表市の職員でない者。
●募集要項 ･ 募集様式の配付
　１２月１５日 ( 月 ) から配付しています。
　配付場所 : 総務課人事係・農業委員会事務局（市ホームページからもダウンロードできます。）
●応募方法
　所定の応募様式に必要事項を記入し、持参または郵送により応募してください。
　団体や個人からの推薦、自らの応募のどちらでもできます。
●主な仕事

（委員）
　総会に出席し、農地の権利移動や農地転用許可についての審議・判断を行います。農地転用許可の現地
確認や遊休農地の解消、違反転用の是正指導等を行います。農地の現地調査等、推進委員と協力し現場活
動を行います。地域計画の変更や実現に向けた取組、地域農業者との話し合いに参加します。

（推進委員）
　農業委員会が定めた区域において、担い手への農地利用の集積・集約化、遊休農地の発生防
止・解消等の地域における現場活動や地域計画の変更や実現に向けた取組、地域農業者との話
し合いに参加します。また、担当する区域内における農地等の利用の最適化の推進について、
農業委員会総会等に出席して意見を述べます。

■問合せ先　市農業委員会事務局　☎ 22‐1111 内線 221/227
▲市 HP はこちら
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生
活
介
護
と
は
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
で
、
日
常
生
活
に
介
助
や
見
守
り
が
必
要
な
方
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対
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に
、
日
中
活
動
の
支
援
を
提
供
し
ま
す
。
種
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島
に
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３
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の
生
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き
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暮
ら
し
て
い
く
事
が
で
き
ま
す
。

文
責　
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
す
も　
高
木
真
里
子
（
く
ら
し
部
会
事
務
局
）

　
　
　
西
之
表
市
安
城
３
６
８
０
‐
３
５
０

　
　
　
T
E
L　
２
８
‐
３
３
５
０　
F
A
X　
２
８
‐
３
３
５
１

楽
し
み
や
生
き
が
い
が
持
て
る
日
中
活
動
の
場 『
生
活
介
護
』 

と
は

■問合せ先■問合せ先　市役所健康保険課国保年金係　 ☎ 22‐1111 内線 312　市役所健康保険課国保年金係　 ☎ 22‐1111 内線 312

※費用は※費用は無料無料です。「マイナ保険証か資格確認書」「受診券（A4・うぐいす色）」「特定健診質問票」です。「マイナ保険証か資格確認書」「受診券（A4・うぐいす色）」「特定健診質問票」
をご持参ください。をご持参ください。
※「受診券」は再発行可能です。市役所健康保険課国保年金係までご連絡ください。※「受診券」は再発行可能です。市役所健康保険課国保年金係までご連絡ください。
※時間に余裕を持って受付をお願いします。※時間に余裕を持って受付をお願いします。
※当日は血液・尿検査があります。水以外の飲食はせず受診をお願いします。※当日は血液・尿検査があります。水以外の飲食はせず受診をお願いします。

百合砂診療所
☎ 28‐3901

受付時間 月 火 水 木 金 土 日 祝
8:00～11:00 〇 〇 〇 〇 〇 ー ー ー

種子島医療センター
☎ 0570‐090960
（ガイダンス１）

要予約
（３日前まで）

月 火 水 木 金 土 日 祝
〇 〇 〇 〇 〇 ー ー ー

特 定 健 診 情 報特 定 健 診 情 報 特定健診に関する情報をお知らせします特定健診に関する情報をお知らせします
33.5%33.5%

60%60%
20％以上の差20％以上の差

●　令和７年度特定健診受診率速報値●　令和７年度特定健診受診率速報値

●　国が示している特定健診受診率目標値●　国が示している特定健診受診率目標値
（R7.11 月末時点）（R7.11 月末時点）

今年度の特定健診が受けられるのは　　　　　　　　　　　　　　　　です！今年度の特定健診が受けられるのは　　　　　　　　　　　　　　　　です！令和８年１月末まで令和８年１月末まで

定期的に通院をしている方も特定健診の対象です定期的に通院をしている方も特定健診の対象です
　定期的に通院をしている方は、現在治療している病気やけがの治療で通院しているため、生活習慣　定期的に通院をしている方は、現在治療している病気やけがの治療で通院しているため、生活習慣
病などをいち早く発見するための特定健診とは目的が異なります。ご自身の健康管理のためにも通院病などをいち早く発見するための特定健診とは目的が異なります。ご自身の健康管理のためにも通院
中の方も主治医とご相談のうえ、特定健診を受診しましょう。中の方も主治医とご相談のうえ、特定健診を受診しましょう。
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市
長
独
言

№ 105
…
市
庁
舎
は
ミ
ニ
美
術
館

■問合せ先　市保健センターすこやか　☎ 24‐3233

【材料】（つくりやすい分量）
　ごま（白）…150g
　黒砂糖………150g
　水……………大さじ 1 杯
　水あめ………10g

種子島の旬旬の食材をおいしく食べよう

☆ごまのお菓子は、ごまの産地である喜界島
　が有名ですが、種子島でも “ごまあめ” や
　“ごませんべい” と呼ばれて親しまれてき
　ました。

【作り方】
　①　ごまは香ばしくいっておく。
　②　黒砂糖と水大さじ１杯を鍋に入れて、火にかけ糸を引くようになるまで煮つめる。
　③　②に水あめを加えて混ぜ、①のごまも入れて手早くまぜ合わせる。
　④　③を熱いうちに型に流して冷ます。
　⑤　④を適当な大きさに切り分け湿気を防ぐためラップ等で包んで保存する。

「ごま菓子」「ごま菓子」
第 224 弾第 224 弾

　
市
役
所
の
庁
舎
内
を
歩
く
と
、
美
術
品
な
ど
が
あ
ち
こ
ち
に
展
示
さ
れ
、
風
景
画
、
抽

象
画
、
彫
刻
、
水
中
写
真
、
能
野
焼
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　
１
階
玄
関
に
入
る
と
、
右
上
方
の
壁
に
油
彩
画
「
旧
西
之
表
港
（
昭
和
2020
年
代
後
半
）」

が
目
に
入
り
ま
す
。
旅
客
船
「
橘
丸
」
や
貨
物
船
、
漁
船
、
岸
壁
近
く
に
材
木
ら
し
い
も

の
が
積
み
上
が
り
、倉
庫
群
の
奥
に
は
家
並
み
が
続
き
ま
す
。緑
濃
い
山
並
み
が
包
む
中
に
、

今
は
姿
を
消
し
た
池
田
の
磯
、
白
砂
青
松
の
城
ノ
浜
を
遠
望
し
、
か
つ
て
私
が
少
年
時
代

に
釣
り
や
海
水
浴
を
し
た
記
憶
が
よ
み
が
え
り
ま

す
。
作
者
の
日
高
蔀
氏
（
１
９
３
１
～
２
０
０
４
）

の
作
品
は
ほ
か
に
も
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
姉
妹
都
市
ゆ
か

り
の
「
ヴ
ィ
ラ
・
ド
・
ビ
ス
ポ
の
教
会
」
な
ど
約
百

点
が
市
に
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
同
階
に
あ
る
市
民
の
休
憩
室
「
お
き
が
る
～
む
」

入
り
口
に
は
、女
性
の
裸
像
を
か
た
ど
っ
た
彫
塑「
空

の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
」
＝
ゴ
チ
ッ
ク
＝
が
存
在
感
を
示
し

て
い
ま
す
。
作
者
の
野
添
浩
一
氏
が
２
０
１
０
年
の

第
4242
回
日
本
美
術
展
覧
会
で
特
選
に
入
賞
し
た
の
を

記
念
し
て
寄
贈
し
た
も
の
で
す
。
野
添
氏
は
当
時
、

古
田
小
学
校
の
教
頭
を
務
め
て
い
ま
し
た
が
、
寄
贈

作
品
は
国
上
中
学
校
在
職
時
に
制
作
し
た
そ
う
で
、
教
職
を
退
い
た
後
も
活
発
な
創
作
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
各
階
昇
降
口
わ
き
に
は
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ

た
ロ
ケ
ッ
ト
の
写
真
。
３
階
の
市
長
室
前
に
は
5050
号
機
が
最
後
と
な
っ
た
Ｈ
‐
２
Ａ
型
と

と
も
に
後
継
機
で
あ
る
Ｈ
‐
３
型
機
が
並
び
ま
す
。
い
ず
れ
も
Ｊ
Ａ
Ⅹ
Ａ
（
宇
宙
航
空
研

究
開
発
機
構
）
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
、
順
次
掲
示
を
入
れ
替
え
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
市
庁
舎
を
訪
れ
る
の
は
、
証
明
書
発
行
手
続
き
な
ど
で
時
間
の
余
裕

は
あ
ま
り
無
い
で
し
ょ
う
が
、
待
ち
時
間
な
ど
に
鑑
賞
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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「地域と民間企業が連携して地域課題を解決！」

■問合せ先　市役所地域支援課コミュニティ推進係　　☎ 22‐1111 内線 215

　年末年始の慌ただしい時期となり、体調
管理が気になる季節です。西之表市はヨガ
の聖地 ® に令和 2 年 6 月 1 日認定され、
令和７年で 5 周年を迎えました。
　ご自分の健康管理にぜひヨガを活用くだ
さい。ヨガの体操や呼吸法を DVD に収録
しました。ご希望の方は市役所 3 階 地域
支援課までお越しください。
　※各家庭 1 枚まで

◆「誰でも簡単おうちでヨガ」DVD を無料で配布しています◆

　10 月 16 日（木）、株式会社クラフティア熊毛営業所（2025 年 10 月、九電工から社名
変更）が、立山校区と協働で立山小学校（休校）の高枝伐採作業を実施しました。
　この作業は、高所で危険をともなう高枝の伐採に悩んでいた立山校区に対し、株式会社
クラフティア熊毛営業所が、社会貢献活動の一環として実施したものです。
　当日は、社員が高所作業車に乗り込み、チェンソーを使いながら住民の手が届かない高
枝を伐採し、切り落とされた枝は、作業に参加した区民が運び出すという、まさに協働し
た作業でした。
　作業終了後、梶原校区長は、「普段、作業の出来ない所を伐採してもらい綺麗になった。
ありがたい」と感謝していました。
　市では、今後もこうした地域の課題解決に対して、多様な主体と連携した取り組みを進
めていきます。

住み続けたい地域づくりを目指した活動を紹介します。
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№ 275

■
問
合
せ
先

　
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

　
☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
５
７
／
２
５
８

『
生
涯
学
習
市
民
講
座
』
の
ご
紹
介
！

　

本
市
で
は
毎
年
数
多
く
の
市
民
講
座
を
開
講
し
、
多
く
の
方

が
楽
し
く
参
加
し
て
い
ま
す
。
令
和
７
年
度
は
14
の
常
設
講
座

と
２
つ
の
１
D
a
y
講
座
を
開
講
し
ま
し
た
。
活
動
の
様
子
を

Y
o
u
T
u
b
e
に
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
の
で
、
西
之
表
市
社
会

教
育
課
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
１
月
に
は
２
回
目
の
１
D
a
y
講
座
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
班
回
覧
の
チ
ラ

シ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
皆
様
の
ご
参
加
を
心
よ

り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

オ
カ
ヤ
ド
カ
リ
（
国
指
定
天
然
記
念
物
）

　

こ
こ
で
い
う
オ
カ
ヤ
ド
カ
リ
と
は
、
熱
帯
・
亜
熱
帯
に
生
息
す
る
オ
カ
ヤ

ド
カ
リ
科
オ
カ
ヤ
ド
カ
リ
属
の
総
称
で
、
世
界
で
は
15
種
、
日
本
で
は
７
種

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
種
子
島
や
馬
毛
島
に
は
、
ム
ラ
サ
キ
オ
カ
ヤ
ド
カ
リ
と

ナ
キ
オ
カ
ヤ
ド
カ
リ
の
２
種
が
生
息
し
て
い
ま
す
。

　

成
体
は
陸
上
で
生
活
し
ま
す
が
、
海
岸
沿
い
を
主
な
生
息
地
と
し
、
昼
間
は
石

の
下
な
ど
に
隠
れ
て
過
ご
し
ま
す
。
活
動
は
夜
間
が
中
心
で
、
植
物
の
ほ
か
海
岸

に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
魚
介
類
な
ど
を
食
べ
ま
す
。
繁
殖
期
は
５
月
か
ら
８
月
頃
で
、

メ
ス
は
大
潮
の
前
後
、
夕
方
に
波
打
ち
際
で
ふ
化
直
後
の
幼
生
を
海
に
放
ち
ま
す
。

幼
生
は
海
中
で
脱
皮
を
繰
り
返
し
て
成
長
し
、
や
が
て
陸
に
上
が
り
、
成
長
に
合

わ
せ
て
貝
殻
を
替
え
な
が
ら
30
年
ほ
ど
生
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

種
子
島
で
は
ヤ
ド
カ
リ
類
を
「
ご
ん
ご
じ
ょ
ー
」
と
呼
び
、
海
の
も
の
と
区
別

し
て
「
や
ま
ご
ん
ご
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
特
に
大
型
個
体
は
「
か
み
な

り
ご
ん
ご
」
とa

も
呼
ば
れ
ま
す
。
分
布
は
四
国
南
部
か
ら
九
州
南
部
以
南
で
、

か
つ
て
は
自
由
に
採
取
で
き
ま
し
た
が
、
小
笠
原
諸
島
で
個
体
数
が
減
少
し
た
た

め
、
一
九
七
〇
年
（
昭
和
45
年
）
に
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
沖
縄
返
還
に
伴
い
、
沖
縄
の
オ
カ
ヤ

ド
カ
リ
も
追
加
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
沖
縄
で
は
一
般
的
な
生

物
と
さ
れ
釣
り
餌
に
も
利
用
さ
れ
、
採
取
業
者
も
存
在
し
て
い

た
た
め
、
指
定
業
者
に
限
っ
て
採
取
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
も
業
者
を
通
し
て
ペ
ッ
ト
と
し
て
入
手
で
き
ま
す
が
、

生
息
地
で
の
無
断
採
取
は
文
化
財
保
護
法
違
反
と
な
り
ま
す
。

　

（
文
責　

西
之
表
市
文
化
財
保
護
審
議
会 

会
長 

尾
形
之
善
）

【第 65 回】

ムラサキオカヤドカリ

『
生
涯
学
習
自
主
講
座
』
の
ご
紹
介
！

▲社会教育課 YouTube チャンネル

　
本
市
で
は
８
つ
の
グ
ル
ー
プ
（
文
芸
実
践
・
絵
手
紙
教
室
・
熊
毛
文

学
短
歌
会
・
文
学
「
あ
か
お
ぎ
」
短
歌
会
・
ペ
ー
パ
ー
フ
ラ
ワ
ー
教
室
・

太
極
柔
力
球
・
琉
球
國
祭
り
太
鼓
種
子
島
支
部
・
ヨ
ガ
教
室
）
が
和
気

あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、
楽
し
く
自
主
的
に
生
涯
学
習
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
随
時
、新
規
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
方
は
班
回
覧
の
チ
ラ
シ
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
代
表
者
ま

で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
３
月
に
開
催
さ
れ
る
市
民
フ
ェ
ア
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組

み
内
容
を
、
作
品
展
示
や
舞
台
発
表
な
ど
の
形
で
披
露
し
て
い
た
だ
く

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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消
費
生
活

　
　
　
　
　
　

    

の
窓

■
消
費
生
活
で
困
っ
た
と
き
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　
☎
１
８
８
（
局
番
な
し
）

　
西
之
表
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 　
☎
２
２
‐
1
1
1
1 

内
線
3
０
６

　
鹿
児
島
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 　
☎
0
9
9
‐
2
2
4
‐
0
9
9
9

お
試
し
や
１
回
だ
け
だ
と
思
っ
た
ら
、
定
期
購
入
だ
っ
た

お
試
し
や
１
回
だ
け
だ
と
思
っ
た
ら
、
定
期
購
入
だ
っ
た

《
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
》

◆

S
N
S
の
広
告
な
ど
を
見
て
、
お
試
し
や
１
回
だ
け
の
つ
も
り
で
低
価
格

の
商
品
を
注
文
し
た
と
こ
ろ
、２
回
目
以
降
は
高
価
格
に
な
る
定
期
購
入
だ
っ

た
、
と
い
う
相
談
が
依
然
と
し
て
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
必
ず
最
終
確
認
画
面
で
、
定
期
購
入
が
条
件
と
な
っ
て
い
な
い
か
な
ど
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◆
特
定
商
取
引
法
で
は
、
最
終
確
認
画
面
で
販
売
価
格
、
提
供
期
間
な
ど
の

重
要
事
項
を
簡
単
に
確
認
で
き
る
表
示
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。
誤
認
さ
せ

る
表
示
の
場
合
、
契
約
を
取
り
消
せ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
最
終
確
認
画

面
は
ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
で
保
存
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◆
未
成
年
者
が
保
護
者
な
ど
法
定
代
理
人
の
承
諾
な
く
契
約
し
た
場
合
、
原

則
と
し
て
、
民
法
の
「
未
成
年
者
取
消
権
」
で
契
約
を
取
り
消
す
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
未
成
年
者
が
成
人
と
偽
っ
た
場
合
や
金
額
な
ど
に
よ
っ
て
は
、

未
成
年
者
取
消
が
認
め
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

◆
少
し
で
も
不
安
に
思
っ
た
ら
、
西
之
表
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
（
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８
）。

【参考】子ども・若者サポート情報   第 226 号 (2025 年 10 月 16 日 ) 発行：独立行政法人国民生活センター　　イラスト：黒崎 玄

知
っ
得

知
っ
得
！！

年
金
年
金  
シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

■
問
合
せ
先
　

■
問
合
せ
先
　

　
鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　
鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　
☎
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　
☎
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　
市
役
所
健
康
保
険
課
国
保
年
金
係

　
市
役
所
健
康
保
険
課
国
保
年
金
係

　
☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

　
☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

　

口
座
振
替
と
前
納
に
つ
い
て

　
口
座
振
替
は
、
ご
指
定
の
金
融
機
関
の
預
金
口
座
か
ら
、
定
期
的
に
国
民
年
金
保

険
料
を
振
替
し
て
納
付
す
る
方
法
で
す
。
口
座
振
替
で
納
付
す
る
と
手
間
が
か
か
ら

ず
、
納
め
忘
れ
を
防
ぐ
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ま
と
め
て
前
払
い
（
前
納
）
す

る
と
国
民
年
金
保
険
料
が
割
引
さ
れ
ま
す
。

　
金
融
機
関
の
窓
口
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
お
支
払
い
が
困
難
な
方
は
、

便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
一
部
の
金
融
機
関
・
支
店
等
に
お
い
て
は
、
口
座
振
替
の
取
り
扱
い
が
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
各
金
融
機
関
へ
ご
照
会
く
だ
さ
い
。

※
「
口
座
振
替
申
出
書
」
は
市
役
所
健
康
保
険
課
窓
口
備
付
、
も
し
く
は
日
本
年
金

機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※早割申込後の最初の口座振替は、前月分（割引
なし）と当月分（60 円割引）の２か月分となり、
その後は当月分（60 円割引）の１か月分となり
ます。

10 月分（通常）
17,510 円

11 月末振替（2か月分振替）11月末振替（2か月分振替） 12月末振替12 月末振替

●早割（当月末振替）　　※各月 60 円割引

11 月分（早割）
17,450 円

12 月分（早割）
17,450 円

（例：11 月分から早割適用の場合）

10 月分
17,510 円

12 月末振替12 月末振替

●通常の口座振替（翌月末振替）
11 月分

17,510 円
12 月分

17,510 円

11 月末振替11 月末振替

口座振替の毎月納付（翌月末日振替）
　　　　と早割（当月末日振替）の違い

《
事
例
》
S
N
S
の
広
告
を
見
て
、
１
回
だ
け

だ
と
思
っ
て
約
２
千
円
の
基
礎
化
粧
品
を
注
文

し
た
。
商
品
が
届
き
、
コ
ン
ビ
ニ
後
払
い
請
求

書
兼
明
細
書
に
次
回
発
送
予
定
日
が
記
載
さ
れ

て
い
て
、
定
期
購
入
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

２
回
目
は
約
１
万
円
も
す
る
た
め
小
遣
い
で
は

支
払
え
な
い
。
解
約
し
た
い
。

（
当
事
者
：
高
校
生
）

⑯市政の窓 2026. １月号



宇宙科学技術館　☎ 26‐9244/FAX26‐9245宇宙センターだより ★★★★
★★

★★
★★ ★★ ★★

★★
★★

★★ ★★
★★

 

（
記
事
の
内
容
は
12
月
５
日
現
在
）

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

　

皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
種
子
島
宇
宙
セ

ン
タ
ー
所
長
の
砂
坂
義
則
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
平
素
よ
り
宇
宙
セ
ン

タ
ー
の
多
岐
に
わ
た
る
活
動
に
対

し
、
深
い
ご
理
解
と
安
全
確
保
の

た
め
の
ご
協
力
、
特
に
ロ
ケ
ッ
ト

打
上
げ
時
や
試
験
時
の
規
制
に
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
打
上
げ
の
際
は
、

温
か
い
応
援
を
い
た
だ
き
大
変
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
を
含

め
、
職
員
や
関
係
者
の
大
き
な
励

み
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
令
和
８
年
は
、
種
子
島
宇

宙
セ
ン
タ
ー
が
新
た
な
段
階
へ
と

飛
躍
す
る
重
要
な
一
年
と
な
り
ま

す
。
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
は
本
格
的
な

運
用
フ
ェ
ー
ズ
に
入
り
、
昨
年
よ

り
更
に
多
く
の
打
上
げ
を
計
画
し

増
田
宇
宙
通
信
所
特
別
公
開

ご
来
場
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
11
月
29
日(

土)

に
増
田
宇
宙
通

信
所
特
別
公
開
を
開
催
し
ま
し
た
。

ご
来
場
い
た
だ
い
た
皆
様
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより
■問合せ先　市地域包括支援センター（市役所１階高齢者支援課内）☎ 23‐5225■問合せ先　市地域包括支援センター（市役所１階高齢者支援課内）☎ 23‐5225

　令和 7 年 5 月から半年間にわたり、中野公民館において認知症予防教室「脳の健康教室」を実施し、
25 名の方が受講しました。中野地域では、週に１回の介護予防体操日に合わせて「脳の健康教室」を
開催し、体操終了後に簡単な「読み書き」「計算」に取り組みました。また、毎日 15 分程度の自宅学
習も頑張っていただきました。
　教室運営は、5 人の教室サポーターが進行や参加者へのこまめな声かけを行い、参加者の方々を支え
てくださいました。
　教室に参加することで「生活に張りが出た」「気持ちが明るくなった」「意欲がわくようになった」と
感じた参加者が多く、脳の活性化につながるだけでなく、生活にメリハリが出てくる効果もあったよう
です。
　教室開始時と終了時には MMSE（認知機能障害を簡易的にスクリーニングできる検査）を実施し、
教室参加者の 84％の方の認知機能が維持改善されているという結果になりました。

中野公民館で認知症予防教室を実施しました。

て
い
ま
す
。
ま
た
平
行
し
て
打
上
げ

の
高
頻
度
化
を
目
指
し
、
設
備
や
施

設
の
追
加
整
備
も
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
、
日
本
の
宇

宙
開
発
を
支
え
る
上
で
不
可
欠
で
あ

り
、
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご

協
力
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。
私
自

身
こ
の
種
子
島
の
地
で
生
ま
れ
育
っ

た
者
と
し
て
、
宇
宙
セ
ン
タ
ー
の
活

動
が
地
域
の
教
育
、
文
化
、
そ
し
て

経
済
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
引

き
続
き
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
宇

宙
セ
ン
タ
ー
と
地
元
が
一
体
と
な
っ

て
発
展
し
て
い
く
未
来
を
目
指
し
、

職
員
一
同
、
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
皆
様
の
こ
の
一
年
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
お
願

い
し
、
年
頭
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

種子島宇宙センター所長種子島宇宙センター所長
砂坂　義則砂坂　義則

▲教室に参加されたサポーター、参加者の皆さん

　〈参加者の皆さんからの感想〉
　・普段面倒な事をほったらかしにしていましたが、
　　習慣になったような気がする。
　・物事へ対する集中力が出てきた。
　・脳がよく働くようになった気がする。
　・計算が楽しくなった。

⑰ 市政の窓2026. １月号



戸籍の窓

広告広告

婚
活
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

婚
活
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

　　
令
和
７
年
４
月
１
日
以
降
に
婚
姻
届
け
を
提
出

令
和
７
年
４
月
１
日
以
降
に
婚
姻
届
け
を
提
出

し
、
条
件
を
満
た
し
た
夫
婦
に
対
し
て

し
、
条
件
を
満
た
し
た
夫
婦
に
対
し
て
1010
万
円
万
円
のの

結
婚
祝
金

結
婚
祝
金
を
交
付
し
ま
す
。
詳
細
は
市
役
所
地

を
交
付
し
ま
す
。
詳
細
は
市
役
所
地

域
支
援
課
（
内
線
２
１
４
）
ま

域
支
援
課
（
内
線
２
１
４
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

  

香
典
返
し
寄
附

  

社
協
だ
よ
り
（
10
月
受
付
分
）

（
寄
附
者
名
）
（
住
所
）
（
故
人
名
）

牧　
利
子

中
野

中
原　
サ
ト

沖
田　
エ
チ
子
沖
ヶ
浜
田
沖
田　
友
道

行
舩　
し
げ
子
鹿
児
島
市
日
髙　
ツ
ル
ヱ

平
石　
司
郎

湊

平
石　
ヤ
エ

椎
田　
良
成

中
西

椎
田　
啓
子

長
野　
研
一

小
牧

長
野　
久
子

榎
本　
良
子

現
和
上
之
町
榎
本　
重
就

平
原　
郁
代

大
崎

平
原　
敏
光

德
永　
政
文

今
年
川

德
永　
文
雄

𫝆
門　
孝
浩

池
野

𫝆
門　
貞
子

　

こ
の
た
び
は
、
社
協
に
香
典
返
し
と
し
て

ご
寄
附
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
ご
親
族
の
ご
芳
志
に
そ
い
ま

す
よ
う
、
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立
た
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

  

健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

  

う
ぶ
ご
え
（
～
12
月
15
日
受
付
分
）

（
出
生
児
）
（
性
別
）（
保
護
者
名
）

（
住
所
）

池
上　
由ゆ
き
よ
し祥

男
功
祐
・
柚
紀

川
迎

今
井　
大だ
い
き貴

男
裕
大
・
侑
希
子
榕
城
中
目

岩
坪　
璃り
く空

男
将
太
・
舞

千
葉
県

  

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

 

お
く
や
み
（
～
12
月
15
日
受
付
分
）

（
氏
名
）

（
年
齢
）（
住
所
）

瀬
下　
力

39

小
牧

中
島　
章
良

75

洲
之
崎

岩
﨑　
愼
太
郎

85

西
町

中
野　
一
哉

82

寺
之
門

落
合　
リ
エ
子

78

寺
之
門

長
渡　
礼
子

52

塰
泊

田
上　
キ
ミ
子

83

現
和
上
之
町

森
山　
つ
る
え

68

野
首

山
内　
武
志

93

鞍
勇

福
元　
ト
シ

96

柳
原

中
本　
サ
ダ
子

97

松
畠

園
田　
ノ
シ
エ

85

西
俣

⑱市政の窓 2026. １月号



文

 

芸
 

に
し
の
お
も
て

ま
た
一
つ
季
節
の
移
り
感
じ
つ
つ
新
年
刻
む
カ
レ
ン
ダ
ー
を
見
る

ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
く
る
歌
昭
和
だ
な
つ
い
口
ず
さ
む
乙
女
に
戻
り

亡
き
父
母
と
世
界
遺
産
の
Bベ

イ

ジ

ン

e
i
j
i
n
g
へ
紫
禁
城
も
万
里
の
城
も

病
む
我
に
古
老
の
一
言
「
大
事
に
な
」
思
い
も
か
け
ず
胸
に
響
け
り

歴
戦
の
戦
士
の
如
し
秋
口
の
カ
マ
キ
リ
の
眼
は
底
知
れ
る
淵ふ
ち

七
十
四
歳
祝
い
て
友
ゆ
酒
届
く
新
た
な
ひ
と
日
踏
み
出
し
行
か
む

ゆ
く
秋
や
陽
は
赤
赤
と
空
を
染
め
森
の
諸
木
々
気
を
放
ち
を
り

へ
ご
の
森
光
す
か
し
し
葉
の
み
ど
り
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
よ
う
に
ひ
ろ
ご
り

楽
し
み
は
月
に
一
度
の
映
画
館
下
駄
も
カ
ラ
コ
ロ
弾
ん
で
た
青は
る

春

心
地
よ
く
秋
風
通
り
過
ぎ
ゆ
き
て
コ
ス
モ
ス
畑
は
ゆ
ら
り
波
打
つ

初
め
て
の
角
巻
挑
戦
十
五
夜
に
供
え
て
亡
夫
も
よ
ろ
こ
ぶ
様
に

定
期
船
に
て
馬
毛
島
に
遊
び
し
思
い
出
を
「
楽
し
か
っ
た
」
と
夫
は
ぽ
つ
り
と

想
い
出
は
暮
れ
の
故
郷
ペ
ッ
タ
ン
コ
土
間
に
広
が
る
餅
つ
き
の
音

緩
や
か
な
帰
り
の
道
は
枯
れ
ス
ス
キ
微
風
に
な
び
く
景
色
が
好
き
だ

様
変
り
せ
し
馬
毛
島
へ
波
の
花

毛
糸
玉
編
む
気
に
さ
せ
る
色
揃そ
ろ

う

古
田
村
之
町
・
岩
崎　
真
一

鹿
児
島
市
・
大
山　
貴
美
子

千
葉
県
・
小
山
田　
操

浅
川
・
河
東　
鏡
自

南
種
子
町
・
佐
伯　
圭
子

若
宮
・
椎
木　
秀
幸

桜
が
丘
・
下
玉
利　
英
世

下
能
野
・
髙
𣘺　
香
代
子

下
能
野
・
髙
𣘺　
ミ
ユ
キ

桜
が
丘
・
倍　
由
美
子

桜
が
丘
・
橋
口　
友
子

西
町
・
濱
田　
千
代

兵
庫
県
・
春
田　
優

鹿
児
島
市
・
吉
盛　
正
子

中
野
・
鏑
木　
康
子

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
し
ほ
こ

　
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー

ル
な
ど
で
、
市
役
所
総
務
課
秘
書
広
報
係
（
連
絡
先
は
裏

面
に
記
載
）
へ
10
日
（
次
月
掲
載
分
）
ま
で
に
、
ご
連
絡

先
を
明
記
の
う
え
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。
掲
載
は
、
一
人

一
点
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
紙
面
の
都
合
上
、
掲
載
さ
れ

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

［火　災］
出火件数　１件
うち建物　１件

［救　急］
出動件数　63 件
うち急病　40 件

11 月分
火火災・救急災・救急

暮らしの窓
発 生 件 数　   ７件
死 者　   １人
負 傷 者　   ７人

12 月 10 日現在
（R7 年累計）

交交通事故通事故（人身事故）
校区 男 女 計 世帯数
榕城 3,447 3,713 7,160 3,958
上西 220 234 454 263
下西 1,143 984 2,127 1,272
国上 433 442 875 526
伊関 160 179 339 209
安納 161 172 333 190
現和 503 509 1,012 617
安城 126 116 242 144
立山 44 38 82 51
中割 33 28 61 44
古田 161 186 347 192
住吉 373 413 786 470

［校区別］

［人口］
全体 13,818 人（ ‐ 14）
男性 6,804 人（ ‐ 6）
女性 7,014 人（ ‐ 8）

［世帯数］
7,936 帯（ ‐ 2）

（　）内の数字は前月比

11 月末現在
人人口・世帯口・世帯

１月 当番スタンド
４日 種子島石油㈱（鴨女町）

11 日 ㈱グローバルシンク
（旧和人組）（上石寺）

18 日 ㈱有馬石油店（西町）
25 日 ㈱三栄石油商会（天神町）

ススタンドタンド
　　　　日曜日当番表　　　　日曜日当番表

広告広告

青果状況【11 月】

内　訳 入荷量 取引額 入荷量 取引額
（㎏）（千円）（㎏）（千円）

野
菜
類

根菜類 248 35 2,910 598
葉茎菜
　　類 373 109 3,622 629
果菜類 674 235 578 292
その他 4,015 525 3,335 1,142
小 計 5,310 904 10,445 2,661

果
物
類

か ん 　
き つ 類 80 7 2,990 450
果瓜類 0 0 0 0
その他 109 22 345 93
小 計 189 29 3,335 543

鳥 卵・　　
加 工 品 等 1 0 400 196

花　類 7,867
本 183 0

本 0

区　分 島内産 島外産
入荷量
20 トン

6 トン
（30％）

14 トン
（70％）

取引額
452 万円

112 万円
（25％）

340 万円
（75％）

　野菜・果物・花類の出荷をご希
望の方は、種子島公設地方卸売市
場をご利用ください。

《１月の休み》
1 日・2 日・3 日・7 日・11 日・12 日・
14 日・18 日・21 日・25 日・28 日
※４日（初せり・午前中のみ開市）

■問合せ先
種子島公設地方卸売市場
☎ 22‐0216

（年末年始）
12/28 各店舗にお問い合わせ
12/31 各社時短営業
1/1 ～ 1/2 休業（市街地外店
一部時短営業）
1/3 各社 8 時～時短営業
※詳細は各店舗へ

⑲ 市政の窓2026. １月号
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この広報紙は、自然保護のため古紙配合の再生紙を使用しています。

広
告
の
ひ
ろ
ば

こ
の
広
告
収
入
は
、
広
報
紙
発
行
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。
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お気軽にお問合せください。

募集中!!
●残業なし
●通勤手当あり
●週休3日制（水・土・日、祝日）

株式会社  南  星
鹿児島県西之表市西之表 9593-3

TEL : 0997-23-2838
FAX : 0997-23-2055

車検・新車中古車販売・板金・レンタカー

整備士・検査員

謹
賀
新
年

鹿児島県西之表市現和3305-2

℡0997-25-0079 FAX0997-25-1101日昇製糖工場
にっ しょう

自然豊かな気候に恵まれた種子島の特産品であるさとう
きびから搾取した「さとうきび酢」は、さとうきびの搾
り汁を自然発酵させるという昔ながらの製法で作り上げ
ました。天然の旨みがより一層きわだつ逸品です。

昨
年
の
ご
愛
顧
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す


